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この情報紙は、地域住民の皆様からの社会福祉協議会費を財源に発行しています。
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賛助会員 特別会員

個人で、年額 1,000 円以上の会費を
協力いただける方

年額 1,000 円以上の会費を協力いただける団体、
事務所、事業所等

W&W（ウェルアンドウェル）地域福祉・芸術推進合同会社

指定居宅介護支援事業所　ウェル　代表社員　河野　隆男 氏

Q1　社会福祉協議会の特別会員になったきっかけは？

A1　会社名にも「地域福祉」という言葉を使っていますが、地域福祉に関する活動に興味があり、何か社会
に貢献ができないかな？と考えたのがきっかけです。寄付をすると、自分自身が「地域に貢献しているな」と
感じることができます。その他、ユニセフ等にも積極的に寄付をするようにしています。

A3　今後は寄付以外にも実際の色々な活動に参加していけたらと考えています。例えば、曽於市の社会福祉
大会にボランティアスタッフとして参加したり、私自身、絵を描いたりすることが趣味なのでそれを活かした
地域貢献などもできればと考えています。

A4　今までお世話になった人たちに恩返しを。という気持ちで今後も寄付などは積極的に行なっていきたい
と思います。

A2　地域の住民の方々の役に立つような取り組みに使ってほしいです。

Q3　今後の活動について教えてください。

Q2　寄付の使い方について要望などありますか？

Q4　最後に一言お願いします。

○社会福祉協議会の会員（会費）とは？
　社会福祉協議会（社協）は、社協の使命や趣旨、事業にご賛同いただいた住民や法人・団体に会員として支援
をいただきながら運営されている民間の福祉団体（社会福祉法人）です。
　社協は、社会福祉法第 109条に基づき、住民、法人・団体のご参加・ご協力をいただき、地域福祉の推進を図
ることを目的としています。民間組織としての「自主性」と、広く住民や社会福祉の関係者、法人・団体に支え
られた「公共性」という 2つの側面をあわせ持っており、住民が主体となって身近な地域で支え合う仕組みづく
りを地域と共に進め、誰もが共に安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを推進する役割を担っています。
　会員よりご協力いただく会費は、社協が地域福祉推進事業を行うための貴重な財源となっています。皆さまに
は、社協活動や地域福祉活動にご賛同いただき、ぜひ会員としてご支援くださいますようお願いいたします。

曽於市社会福祉協議会の賛助会員と特別会員
　曽於市社協の会員は、曽於市に居住する方、曽於市の社会福祉関係機関・団体、曽於市に事務所または事業所
を有する団体を対象としています。

社会福祉協議会会員（会費）へのご協力をよろしくお願いします

特別会員より特別会員より

手と手 やさしさ 100 パーセント
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①
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

⑥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

④ 

ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス

事
業

②
子
育
て
支
援
事
業

③
障
が
い
者
支
援
事
業

⑦ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行

事
業

⑤ 

福
祉
教
育
及
び
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

曽
於
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
助
成
を
受
け
、
次
の
８
つ
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
地
域
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。（
助
成
金
額
４
，７
６
２
，３
７
１
円
）

　

企
業
等
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
身
近
な

地
域
に
住
む
在
宅

福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

630
名
が
民
生
委
員
や

地
域
の
方
な
ど
と
連

携
し
て
1,561
名
の
要
援

護
者
を
見
守
り
ま
し

た
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
定
期
的
に
集
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
同
士
の
交
流
や
医
療
機
関
に
所
属
す
る
専
門
職

の
派
遣
な
ど
の
活
動
支
援
も
行
い
、
活
動
の
充
実
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

　

公
的
な
制
度
の
狭
間
を

埋
め
る
た
め
に
住
民
同
士

の
支
え
合
い
に
よ
り
生
活

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
親
の

悩
み
ご
と
を
相
談
す

る
窓
口
の
紹
介
や

サ
ロ
ン
活
動
の
説
明

を
行
い
、
市
内
の
新

生
児
等
に
紙
お
む
つ

の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
事
者
性
を
大
切

に
し
た
交
流
と
な
る

よ
う
企
画
の
段
階

か
ら
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
協
力

を
得
て
、
４
回
目
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

最
少
催
行
人
員
に
及
ば
な
か
っ

た
た
め
、
バ
ス
は
運
行
せ
ず
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑧
柔
軟
・
即
応
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
を
支

援
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
、
身

近
な
地
域
で

支
え
る
人
材

の
育
成
を
図

り
ま
し
た
。

　

市
内
す
べ
て
の
小
中
高
校
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
に
指
定
し
、

学
校
と
地
域
を
巻
き
込
み
な
が
ら

福
祉
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
画
を
通
じ
た
多
世
代

の
交
流
に
よ
り
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
共
同
募
金
助
成
事
業

手と手 やさしさ 100 パーセント
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南部校区社会福祉協議会
新春 地域高齢者と子供のふれ愛交流会

光神校区社会福祉協議会
地域住民と音楽を通して絆を深めよう

恒吉校区社会福祉協議会
高齢者ゴミ出しサポート＆歳末ゴミ拾い大作戦

岩北校区社会福祉協議会
餅つき大会とふれあい交流

高岡校区社会福祉協議会
高岡校区ふれあい交流会

深川校区社会福祉協議会
活気あふれる深川の集い（クリスマス会）

黄地区親子会
黄地区クリスマスサロン会

東部校区社会福祉協議会
未来へと続く東部の和

諏訪校区社会福祉協議会
地域ふれあい餅つき大会およびしめ縄つくり

岩川校区社会福祉協議会
クリスマス会（世代間交流）つながれ！輪・和・（いわが）わ～！

月野校区社会福祉協議会
月野校区ふれあい秋のつどい

令
和
元
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
助
成
事
業

昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財
源
に
、
年
末
年
始
に
地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組

む
団
体
へ
活
動
費
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。（
団
体
数
12
団
体　

助
成
金
額
５
３
０
，
０
０
０
円
）

財部校区北俣社会福祉協議会
財部北俣地区ふれあい交流会

手と手 やさしさ 100 パーセント
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現
在
、
多
く
の
方
が
地
域
で

の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
に

は
周
り
と
の
関
わ
り
を
持
つ
の

が
難
し
い
方
や
支
援
の
目
が
向

き
づ
ら
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
よ

り
広
い
視
点
を
持
ち
、
よ
り
多

く
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
思

い
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
学
び
、

実
際
の
活
動
に
活
か
し
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
ま
し
た
。

　

行
政
職
員
や
民
生
委
員
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運

営
支
援
者
養
成
講
習
修
了
者
、

ほ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
協
力
会
員
な

ど
防
災
に
関
わ
る
方
や
助
け
合

い
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
30
名
程
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

辻
健
一
氏
よ
り
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
取

組
」
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
防

災
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
津
田

盛
吉
氏
よ
り
、「
自
主
防
災
組
織

の
避
難
訓
練
と
関
係
機
関
と
の

連
携
の
取
り
方
」
に
つ
い
て
講

話
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
同
士

で
曽
於
市
地
域
の
防
災
に
必
要

な
も
の
を
話
し
合
う
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

月
野
校
区
の
竪
山
民
生
委
員

か
ら
は
「
今
年
は
大
雨
に
よ
る

災
害
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
地

域
で
も
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
防
災
訓
練
な
ど
、

実
際
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
話

が
聞
け
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。

良
い
機
会
と
し
て
今
回
の
研
修

で
得
た
も
の
を
地
域
で
活
用
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　「傾聴」という言葉にひかれ講座に参加しました。

　１回目は曽於市社協の出水さんによる受講生も参加型の講話で、自分の番が回ってくるので緊張感をもっ

て、でも楽しく学べました。

　２回目は精神科の神田先生の講話です。『事実はなぜ人の意見を変えられないのか』相手の状況、感情が

変化することを待つ者にとって、待つことは難しいことだけど大切なことだとヒントをいただきました。

　３回目はグループワーク。サロンや体操教室など色 な々活動の話が聞けました。皆さま、楽しそうに生き生き

していらっしゃいました。

　４回目は藤尾弁護士の日常的な法律問題についてでした。借金問題、相続、介護、成年後見制度などわ

かりやすく楽しくお話してくださいました。悩むのは相談の後で！と言われておりました。皆さんも悩む前に専門

家に相談するとよいと思います。

　養成講座に参加し、とても楽しかったです。「来週は会えないですね」と別れを惜しむことでした。社協、講師、

受講生、皆さんに感謝！ 八木　順子（受講者）

災害ボランティアセンター研修会
（令和２年２月 19 日開催）

ボランティア養成講座
（４回シリーズ）（令和２年１月 10 日から開催）

【受講者の声】

手と手 やさしさ 100 パーセント
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大
隅
中
学
校
と
月
野
小
学
校
に
本
年
度
の
取
組

み
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
隅
中
学
校
１
年
生
は
例
年
通
り
な
ら
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
郷
土
に
つ
い
て
学
び
ま
す

が
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を
思
う
と
、
自
分
と
違
う

立
場
の
方
や
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と

認
め
合
う
態
度
を
養
う
こ
と
、
障
が
い
が
あ
る
方

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
社
会
に
お
け
る
自
己

の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
福
祉
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
学
習
後
の
生
徒
た
ち
に
は
少
し
ず
つ

変
化
が
見
ら
れ
、
街
で
障
が
い
の
あ
る
方
を
見
か

け
た
ら
何
と
声
か
け
を
し
よ
う
か
真
剣
に
悩
む
姿

が
見
ら
れ
た
り
、
友
人
同
士
意
見
が
合
わ
な
い
時

で
も
相
手
の
事
を
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
い
う

様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

月
野
小
学
校
か
ら
は
夏
休
み
期
間
に
取
り
組
ん

だ
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
「
地
域
で
守

る
命
の
講
座
」
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
7
月
の

大
雨
が
あ
り
、
こ
の
体
験
活
動
を
開
催
す
る
以
前

か
ら
災
害
に
つ
い
て
学
校
側
の
対
応
を
検
討
さ
れ

て
き
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
避
難
所
で
も
あ
る
月

野
地
区
公
民
館
で
、
小
学
生
や
保
護
者
と
地
域
住

民
が
い
っ
し
ょ
に
危
険
箇
所
の
点
検
や
炊
き
出
し

訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
児
童
・
生
徒
の
心
の
教
育
の
必
要

性
や
地
域
一
体
と
な
っ
た
災
害
へ
の
対
応
な
ど
課

題
を
明
確
に
し
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
取
組
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
と
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
も

い
っ
し
ょ
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
、
福
祉
教
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

子どもたちの育ちに地域が関われること
（第２回ボランティア協力校連絡会　令和２年２月20日開催）

ひきこもりについて学ぶ
（校区社会福祉協議会会長会　令和２年２月４日開催）

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
と
聞
く
と
ど
ん

な
こ
と
、
ど
ん
な
人
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
自
身
の
ひ
き
こ
も
り

の
体
験
を
活
か
し
て
支
援
し
て
い

る
、
そ
お
地
区
障
が
い
者
等
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
宮
田
一
真

氏
か
ら
「
ひ
き
こ
も
り
体
験
と
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
」
と
題
し
て
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
人
の
そ
の
背
景

や
経
緯
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
そ
の
方

の
思
い
や
気
持
ち
に
寄
り
添
う
気
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　2年前の自治会の総会において、みんなで楽しく話
をしたりする場所を作ってほしいとの要望があり、社
会福祉協議会へ相談に行き、平成 30年 5月にスター
トしました。
　公民館がないため、自宅を開放して月 1回行ってい
ます。毎回 15 名程の方々が集まって楽しい時間を共
有しています。毎回、来月は何をしましょうか？と相
談しながら、季節感を取り入れた七夕飾り、そうめん
流し、クリスマス会、新年会、ひな祭りなど色々考え
ることもとても楽しみです。
　これからも、「サロンに来てよかった」と思ってい
ただけるよう、参加される皆様と共に楽しみたいと思
います。 代表　福地　文子

ふれあいいきいきサロン
新町サロンほほえみ（末吉地域）

第2回 第2回 ふれあい・いきいきサロン ふれあい・いきいきサロン （（ミニデイミニデイ・体操教室） ・体操教室） のの
連絡会 （地域別） 開催連絡会 （地域別） 開催  （令和２年１月15日・16日・17日開催）（令和２年１月15日・16日・17日開催）

　本年度 2 回目の連絡会は、運営上の課題をどのよ
うに解消していくか、グループワークを中心に行い
ました。良かったことや効果については、「高齢者、
一人暮らしの安否確認につながる」「おしゃべりをす
るだけでも楽しい」悩みの解消アイデアでは、「男性
の参加は夫婦での参加を進めてはどうか」「車での送
迎支援を考えてみてはどうか」など意見が出されま
した。

　また、末吉地区では、買い物支援のサービスを利用したサロンから以下の活動発表もありました。

　サロンむかえでは、二年前から買い物支援を年間計画の中に入れ、大隅方面へ皆で買い物に行っ
ています。日程と行き先、人数を社会福祉協議会へ申し込み、支援してくださる社会福祉法人のバ
スが当日迎えに来られます。車中では歌を歌ったり、お話をしたり遠足気分です。お店では、カー
トいっぱいの買い物をする方もいます。ある日は、それぞれ好みのお弁当を買い、2時間位の買い
物を楽しみました。バスを降りてサロン会場でお弁当を食べながら、「来年もみんなと行けるよう
に元気でいないとね。楽しかったね」との声も聞かれました。
　足腰が弱くなると一人では行けない場所も多くなるので、この買い物支援を引き続き利用させて
いただきながら、サロンの皆さんと楽しい思い出づくりをしていきたいと思います。

サロンむかえ　代表　松下 淳子
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介護保険に関する介護保険に関するQQ&&AA
ラジオで「認知症サポーター」の言葉を聞きましたが、この「認知症サポーター」
とは何のことですか？

質問

「認知症サポーター」とは、地域住民が認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知
症の人やその家族に対して温かい目で見守っていただく、地域のサポーターのことを言います。特
別なことをするのではなく、認知症の理解者として、認知症の人が地域で困っている時に声をかけ
たり、そのご家族にねぎらいの言葉をかけたりして、ともに地域で暮らし続けるための応援者にな
ります。

回答

認知症サポーター養成講座は、いつ、どこで開催されますか？　また、受講料
が必要ですか？

質問

認知症サポーター養成講座は、一定の研修を修了した者が講師となり、各地域や企業等に出
向いて養成講座を行います。これまでも、自治会単位や高齢者いきいきサロン、体操教室、集いの
場、その他、曽於市内の官公庁や企業の職員を対象に、随時、開催しています。講座の時間として
60分～ 90分の時間が必要です。また、講座では、テキストとオレンジリングが各自に配布されま
すが、受講料は一切かかりません。

回答

地域の会で、認知症サポーター養成講座を開催したいと思いますが、どうすれ
ばよいですか？

質問

講座の開催には、曽於市あてに事前の申請が必要となります。開催内容のほか、この講座に
関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。
問い合わせ先：曽於市介護福祉課地域支援係（電話 0986-76-8807）
　　　　　　　曽於市社会福祉協議会本所　  （電話 0986-72-0460）
※ 参考・引用資料：認知症サポーター養成講座標準教材「認知症を学び地域でささえよう」 全国キャラバン・
メイト連絡協議会発行

回答

認知症の専門職ではないですが、住民の私でも、この「認知症サポーター」に
なれるのですか？

質問

認知症サポーター養成講座は、小学生から大人まで年齢や職種にかかわらず
講座を受講することができ、地域住民の誰でもサポーターになることができます。
　講座修了後に、認知症の理解者として地域でサポートする意思を示す、「オレン
ジリング」（右図）が修了者に配布されます。 オレンジリング

回答

認知症の人は、これからも増えていくのですか？質問

認知症高齢者の数は年々増加しています。５年後の令和７年（2025 年）には、全国の認知
症有病者数が 700 万人を超え、「65歳以上の５人に１人が認知症」との推計が厚労省から報告さ
れています。曽於市は、高齢化率 40％を超える超高齢社会の地域であり、今後さらに認知症の人
も増えることから、地域の中に認知症の理解者を増やし、認知症になっても安心して暮らし続けら
れる地域づくりを進めていくことが必要です。

回答

～認知症サポーターについて教えてください～特別編特別編
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心配ごと相談所開設のお知らせ心配ごと相談所開設のお知らせ

ひとりで悩まないでひとりで悩まないで

弁護士による無料福祉相談窓口弁護士による無料福祉相談窓口

　日常生活のことでお困りのことがありましたら、ご相談ください。
　 開設日　毎月第 2、第 4木曜日　9時 30分から正午まで

ひまわりの会による無料福祉相談窓口

○相談日時及び会場：

○相談料：無料です。（相談者からはいただいておりません）
　※ 1回につき相談時間は 30分以内
○申込・受付方法：事前に予約が必要です。
　ひまわりの会　事務局　代表弁護士　山口　政幸

　☎ 099-227-0041（受付：平日 9時～ 17時）　鹿児島市山下町 12番 17号 2階

会場 財部保健福祉センター そお生きいき健康センター 大隅弥五郎伝説の里

相談日時 4月16日（木）
13時から16時まで

5月21日（木）
13時から16時まで

6月18日（木）
13時から16時まで

藤尾法律事務所による無料法律相談会

○相談日時及び会場：

○相談料：無料です。（相談者からはいただいておりません）
　※ 1回につき相談時間は 30分以内
○申込・受付方法：できるだけ事前に予約してください。
　弁護士法人 大隅広域ディフェンダー　藤尾法律事務所　末吉支所

　☎ 0986-51-9830　曽於市末吉町本町 1丁目 4番地 5 

会場 財部保健福祉センター 大隅弥五郎伝説の里

相談日時 4月14日（火）、5月12日（火）
13時から15時まで

3月17日（火）、4月21日（火）、5月19日（火）
18時から20時まで

3月 26日 4月 9日 4月 23日 5月 14日

財　部
相談員 柳田 棚木原 柳田 橋本

場　所 財部保健福祉センター

末　吉
相談員 山内 竹石 原田 吉田

場　所 そお生きいき健康センター

大　隅
相談員 鍋山 大村 津曲 佐伯

場　所 大隅弥五郎伝説の里

手と手 やさしさ 100 パーセント
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財 部 地 区

末 吉 地 区
大 隅 地 区

たくさんの善意に感謝いたします。たくさんの善意に感謝いたします。
本会では、この善意を地域の皆様の福祉向上のために大切に使わせていただきます。
なお、本紙への掲載につきましては、寄付者の承諾を得てご希望どおりに寄付者名簿を掲載しております。

上　田　ミヨ子 田 平
福　留　ナ　ミ 田 平
小　笹　俊　昭 今 別 府
中　武　岩　雄 新 田
住　吉　　　勉 浦興禅寺
野　田　俊　弘 正 部
中　尾　美津子 浦興禅寺
西　村　さえ子 西 村

徳　永　ツルエ 八 合 原
柴　田　　　廣 中 園
永　田　ヨ　リ 吉 井
中　迫　哲　郎 あけぼの
荻　迫　ノ　ミ 野 町
匿名　　　1件

香典返し寄付金香典返し寄付金（敬称略）（令和2年 1月 1日～ 2月 29日） 一般寄付金品（敬称略）
（令和2年 1月 1日～ 2月 29日）

文化協会社交ダンス部
　10,000 円

財 部 地 区

末 吉 地 区

末吉方面隊慈善打球大会一同
2,448 円

大　迫　カエ子 大 路
𦚰　田　一　郎 石 之 脇
鎌　田　キサ子 下 高 松
柿　内　タ　ミ
福　元　エキ子 湯 之 尻

大休寺　隆　子
池　田　　　孝 寺 田 西
古　山　愛　子 川 内 中
中　野　福　夫 口 弁 木
前　原　義　明 橋野坂之上
前　田　房　子 深川西前
古　川　義　文 高 松
肝　付　重　彦 棚 木
匿名　2件

　ゴミ出しの日の朝の事、今は慣れたゴミの分別ですが、1年前末吉町に引っ越し

た当初は大変だなぁと思ったものです。

　本会へ入職を機に曽於市に引っ越し、新生活に期待と不安でいっぱいだったことを覚えています。忙しくも、

とても充実しており「あっ」という間に過ぎた1年でした。

　ゴミステーションでは、自治会長さんを中心に地域の係の方が仕分けの点検をされています。「おはようござ

います」と声かけあってゴミを出す風景。これも小さな地域のつながりなのでしょうか。まだ、新米曽於市民の

私ですが、微力ながらも地域の活動に積極的に参加し地域の方々とのつながりを深めたいと思います。 H.S

編 集 後 記

　「同じ病気の人と話がしてみたい…」という脳血管疾患を患いその後遺症に悩んでおられる方の声をきっか

けに、脳血管疾患患者当事者の会の立ち上げを目指し、4名の当事者の方を含め、地域リハ広域支援センター

の理学療法士、相談支援専門員、地域福祉コーディネーター、市・地域包括支援センター職員等 11名の企画

メンバーで 3回の企画会議を行ないました。地域で暮らす当事者の方が何を知りたいか、何を必要としてい

るのか検討を重ね、当事者の方やその家族がお互いに想いを語り共感できる場、情報交換や交流できる場を

作りたいという思いから「日だまりカフェ」を開催することとなりました。

※ お茶を飲みながらゆっくりと話してみませんか？日だまりのような暖かい場をつくっていけたらと考えて

います。どなたでも参加できますので興味のある方は、曽於市地域包括支援センターへご連絡ください。

☆連絡先☆　電話：0986-76-8824　FAX：0986-28-8140　担当 坂元・永山

ひだまりカフェの開催について
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